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工業 科目名 原動機 単位数 2

機械 学　年 3 学年 履修区分 選択

原動機（実教出版）

１．科目の目的

２．授業の内容と進め方

　　１）熱に関する基本知識
　　２）内燃機関、ボイラ、原子炉といった各種の熱機関　　について講義形式で学ぶ。

３．学習する上での留意点

４．課題等について

  適宜、プリントや自作問題による演習を行い、ノートに貼付、記入して提出させる。

５．成績評価規準（評価の観点及び趣旨）

　演習、課題は遅延なく提出できているか。

  定理、公式をその場限りのものとせず、未知の事象の解析に利用できるか。

６．評価の方法

１）定期考査（年4回実施）により、学習内容の理解状況、定着状況を評価する。

　　　蒸気動力の一形式としての原子炉についての知識を身につけたか。また、
放射能に関する知識と安全に使用するためにはどのようなことに気をつけるべき
かを理解したか。

２）学習態度や出席状況、課題の提出状況、提出したノートの内容により学習に対する関心、意欲
を評価する。

教　科

学　科

使用教科書

副教材など

知識・理解

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

　原動機（自然界のエネルギーを機械的仕事として取り出す装置）の構造と機能に関する知識と基
礎技術を習得し、有効に活用するための能力と態度を育成する。

　本学年においては熱機関についての構造、原理を学び、目的に応じた種類、能力などを決定する
手順を身につけるために

　本科目は、総合的な知識（数式処理、初歩的な力学、機械構造など）を必要とするため、「数
学」、「機械設計」、「機械製図」といった他の教科との関連にも注意しながら学習を進めなけれ
ばならない。

  熱力学、熱機関の構造に関する一般的な知識を身につけたか。

技能

評価の観点 評　　価　　規　　準

  熱機関について感心を持ち、積極的に質疑応答するなど意欲を持って学習でき
たか。
　集中して授業に取り組み、ノート整理を十分に行っているか。

  前学年の原動機や他の教科で学んだ事柄を組み立てて、事象の検証や創意工夫
にあたることができるか。
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《指　導　計　画》 科目名 原動機 3 学年 2 単位

４

行動観察

質疑応答

　　　①　温度と熱量

一 ５ 　　　②　熱エネルギーと仕事

　　　③　理想気体の状態変化

　　　④　熱機関のサイクル

学 1学期中間考査 中間考査

６ ３　往復運動機関の作動原理と熱効率

　　　①     行程容積と圧縮比

　　　②     ガソリン機関の作動原理

期 ７ 　　　③     ガソリン機関の熱効率

1学期期末考査 期末考査

ノート点検

　　　④     ディーゼル機関の作動原理

９ 　　　⑤     ディーゼル機関の熱効率

2学期中間考査 中間考査

10 ４　往復運動機関の構造

　　　①　　機関本体の構造

　　　②　潤滑装置

　　　③　冷却装置

二 　　　④　ガソリン機関の燃料系統と燃焼 行動観察

11 　　　⑤　ディーゼル機関の燃料系統と燃焼 質疑応答

　　　⑥　排気装置と排出ガスの処理

2学期期末考査 期末考査

１２ ５　往復運動機関の性能と運転 ノート点検

　　　①　往復運動機関の運転と性能試験

期 　　　②     実際のサイクル

　　　③     各種の損失と熱勘定図

三 １ 5章　自動車

１　　自動車の発達と社会生活

　　　①　　自動車の発達と原動機

　　　②　　自動車と社会と環境

学 ２ 学年末考査 学年末考査

ノート点検

期 ３

評価方法等
学習内容

（単元・考査等）
学習のねらい

学
期

月

　環境問題を考えるとき，必ずと言って
いいほど自動車の排気ガスが問題となっ
てくる。ここでは，自動車などに載って
いる内燃機関の排気ガスの特性や，その
処理法，または騒音対策などを学習し，
内燃機関における環境問題について意識

２　熱機関の基礎

　ここでは，ガソリン機関とディーゼル
機関の各主要部品の細かな働きと構造に
ついて学習する。

　２つの物体を擦り合わせると温度が上
昇するなど，機械的仕事を熱エネルギー
にかえることは容易である。しかし，熱
エネルギーを機械的仕事にかえることは
簡単ではなく，熱機関を用いなければな
らない。ここでは，この熱機関を理解す
るために必要な熱エネルギーの働きにつ
いて学習する。

　内燃機関のなかでも，ガソリン機関と
ディーゼル機関は最も身近なもので，各
種の自動車や農耕用機械などに多く使わ
れている。ここでは，主にガソリン機関
とディーゼル機関の作動原理や各部品の
名称，そして各々の機関の長所・短所な
どを学習する。

　内燃機関の性能，特に自動車用エンジ
ンの性能は雑誌やカタログなどでよく目
にするが，ここではその性能（出力・ト
ルク・燃料消費率など）のもつ意味や試
験方法など基本的事項について学習す

る。

第3章       内燃機関

１　熱機関のあらまし

　　　①熱機関の分類と利用


